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『年頭のご挨拶』

会 長 横 澤 吉 夫

新年明けましておめでとうございます。

会員の皆様には新 しい年を健やかにお迎えの事と心よりお慶び申し上げます。
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日頃は、当協会の業務及び事業推進につきまして、格別のご支援ご協力を賜り厚くお礼を申し上げます。

また、昨年9月30日 に消防庁消防研究センターの畑山健先生をお招きしての防災講演会には多数の会員の皆様方

のご出席を頂き誠にありがとうございました。防災講演会では「東日本大震災における屋外タンク貯蔵所の津波被害」

というタイ トルで青森から福島まで畑山先生が調査を行った被害タンクの状況、被害の予防軽減対策などについて講

演を頂きました。

消防庁より全国の危険物施設における事故発生状況が発表になり、平成26年 の事故件数は599件 であり、前年

に比べ35件 の増加となりま した。

近年の事故件数は、平成19年 の603件 をピークとして依然として高い水準で推移 しています。平成元年以降、

事故の最も少ない平成6年 に比べると、危険物施設が減少 しているにもかかわらず、事故発生件数は約2倍 に増加 し

ております。ひとたび危険物に係る事故や災害が発生 しますと地域社会に大きな影響を与えます。

会員の皆様には災害や事故のない安全安心な地域づくりのため、今後とも危険物施設の適正な維持管理と自主保安

体制の確立に一層のご尽力をお願い申し上げます。

結びに本年も消防当局の一層のご指導、ご協力をお願い申 し上げますと共に会員の皆様方の益々のご繁栄、ご健勝

をご祈念申し上げ新年のご挨拶とさせて頂きます。
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,{平成27年 度 防災研修会開催!l
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平成27年9月30日(水)シ ーパル大船渡において、岩手県危険物安全協会連合会との共催による 『平成27年 度防

災研修会』が行われました。

この研ll多会は、危険物の保安に対する意識の高揚及び啓発を推進することを目的として開催されたものです。

参加者は、会員事業所及び消防職員合わせて61名 の参加となり、始めに会長の横澤吉夫氏より挨拶をいただき、

その後 『東日本大震災における屋外タンク貯蔵所の津波被害』と題 して消防研究センター主幹研究官 畑山健博士の

講話に入りま した。プロジェクターを使い消防研究センターの概要や研究計画などの説明から始まり、津波被害の現

地調査、アンケー ト調査状況などを写真や動画、グラフを交えながら解

説されま した。

また、「滑動」r浮 き上がり」の

予測式などを示 し、的中率は約7

6%で タンクの津波移動被害の予

測に使えると述べ、まとめに被害

を最ノ」、限に抑えるための対策を提

案 し、今後の課題などについて話

し合いま した。
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平成28年3月19日(土)

強 鰭 の受付期間(書面申請) 平成28年2月8日(月)～2月16日(火)ま で

強 電子申請の受付期間 平成28年2月5日(金)～2月13日(土)ま で

£
受験願書の取りまとめについて

2月15日(月)ま で に持参 した分 につ いて は、 一括送付 します。(気 仙地 区危 険物 安全 協会 会員 に限り)

第烈回危険物取扱者試験準備講習芸

『準 備 講 習 会 』(県 協会 主催)

1開 催 日及 び会 場

平成28年2月23日(火)、24日(水 〉(公 財)岩 手 県高校 教 育会館2階 ノ」、・中会議 室

(盛 岡市志 家 町11-13)

2時 間9時 ～12時 、13時 ～16時

3受 講 料(テ キ ス ト含 む)

会 員事 業所 ・学 生8,500円

非 会 員事業 所13,500円

※準 備講 習会 の 申込用 紙 は、 気仙地区危険物安全協会にあります。

※テキス トをご希望の方 は、 気仙地区危険物安全協会にて販売いた します。 乙種第4類1 .500円

凝麟 膨 多4輻蔵脚 蜘費其月1点険 ㍉暑塗別 吻
(一財)全 国 危険 物安 全 協会 で は、 危険 物取扱者の的確な定期点検のツールと して定期点検マニ ュアルを発刊いた し

ま した。総務省消防庁で示された定期点検の点検表等に沿 って、各点検項目に定め られた 「点検内容」、「点検方法」

等を詳細に解説 して います。

また、移動タンク貯蔵所の事故事例を多く掲載 しており、類似の事故防止に活用できます。

詳細については、(一 財)全 国危 険物安 全 協会 ホ ーム ペー ジをご参照 ください。

htt://www.zenkiko.or.j/text/manua1.htm1

◇本書の構成◇

第1章 定期点検に係る法令改正 《危険物施設の事故概要、法令解説、定期点検記録表及び点検表等》

第2章 移動タンク貯蔵所の定期点検実施要領 《移動タンク貯蔵所の点検項目の解説》

第3章 移動タンク貯蔵所に係る事故事例 《移動タンク貯蔵所の事故、移動タンク貯蔵所に係る事故事例》

第4章 参考資料

発 行:一 般社団法人全国危険物安全協会B5版 オールカラー 定価2,500円(税 込み)

遡夢勤シ痴削罰翻煎霞冠ン≒2嚥 。劉 冠
現在、販売 ・流通されているガソリン携行缶には注意表示シールが貼り付けされておりますが、平成25年12月

以前から使用されている、個人が所有するガソリン携行缶については、消防庁の要請を受け(一財〉全国危険物安全協

会が注意表示シールの貼付を推進 しております。

また、消防庁のホームページにおいて、ガソリン携行缶の取扱に関する注意表

示シールの作成方法が掲載 してありますのでご参照ください。

噴出注
★周囲の安全を確認

★ブタを開ける前に

①エンジン停止

②エア抜きをする
★高温の場所禁止

ガソリン携行缶の取扱いに関する注意表示シールの作成方法(消 防庁HP)

http://www.fdma.go.jp/htm1/1ife/pdf/kikenbutsu.pdf
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